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村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

一
般
会
計
予
算
他
六
特
別
会

計
予
算
が
去
る
三
月
十
四
日
、

村
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
平
成

二
十
五
年
度
の
地
方
交
付
税

は
、対
前
年
比
二
・
二
％
減
と
、

六
年
ぶ
り
に
減
額
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
村
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
付

実
績
等
か
ら
前
年
度
予
算
額

の
二
％
増
と
見
積
も
っ
た
予

算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
継
続
し
て

行
う
大
杉
公
園
周
辺
整
備
事

業
、
茶
臼
山
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
建
設
、
高

橋
地
区
に
建
設
予
定
の
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
設
計
等
の
着
手
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
五
・
二
％
増

の
総
額
十
三
億
六
千
七
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　　

村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自

主
財
源
は
一
億
八
千
九
百
三

十
万
円
余
り
で
、
全
体
の
十

三
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
、
村
税
は
村
内
た
ば

こ
販
売
業
者
の
減
少
に
よ
る

た
ば
こ
税
の
減
額
を
見
込
み
、

八
千
二
百
七
十
万
円
余
と
前

年
を
二
百
万
円
下
回
っ
た
積

算
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
依
存
財
源
は
十
一
億

七
千
七
万
円
余
で
、
う
ち
地

方
交
付
税
が
七
億
一
千
四
百

万
円
（
五
二
・
二
％
）国
県
支

出
金
が
二
億
七
百
三
十
万
円

余
（
十
五
・
二
％
）村
債
が
二

億
二
千
六
百
二
十
万
円
（
十

六
・
二
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

目
的
別
に
見
ま
す
と
、
公

債
費
が
二
億
三
千
三
百
万
円

余
（
十
七
・
一
％
）
農
林
水
産

業
費
が
二
億
二
千
二
十
八
万

円
余
（
十
六
・
一
％
）
大
杉
公

園
周
辺
整
備
を
実
施
す
る
商

工
費
が
二
億
一
千
四
百
八
十

万
円
余
（
十
五
・
七
％
）、
次

い
で
民
生
費
、
総
務
費
、
衛

生
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
を
見
ま
す
と
、
大

杉
公
園
整
備
事
業
、
地
域
密

着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
設
計
、
林
道
開
設
事
業
等

に
充
て
る
普
通
建
設
事
業
費

が
三
十
・
三
％
、人
件
費
が
十

七
・
一
％
、
公
債
費
は
十
七
・

一
％
、
負
担
金
、
補
助
金
な

ど
に
充
て
る
補
助
費
が
十
一
・

三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
主
な
内
訳
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　

歳

出

歳　
　

出

　

歳

入

歳　
　

入
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平 成 25 年 度 の 主 な 事 業 内 容
事 業 の 概 要実 施 事 業区　分

災害発生時に必要とされる物資を順次備蓄します。災害用備蓄物資整備事業
総務費

地区要望の防犯灯LED化の完了を目指します。また、防災施設の防犯灯設置を推進します。LED防犯灯設置・交換事業

子育て支援のひとつである、中学生まで医療費無料化制度を、高校３年生まで対象
を広げます。

（拡）子育て支援事業
民生費

平成27年4月の開所を目指して、地域密着型特別養護老人ホームの詳細設計に着手します。（新）高齢者福祉施設建設事業

各種検診から予防接種等の住民検診を継続します。今年から、足助病院以外の人間
ドックも助成の対象としました。

（拡）住民検診事業衛生費

防除柵・駆除への補助金を増額し、年々増加する有害鳥獣による農林産物への被害
防止を図ります。

（拡）有害鳥獣駆除対策事業
農業費

農地の有効利用と荒廃防止のため、農地を借り受けた農業従事者に助成金を交付し、
農地の集約化を図ります。また、特定作物の生産量に応じた助成も増額しています。

（新）農地有効利用推進事業

林道３路線の開設を継続します。平成22年度から着手した桂ヶ沢線の全線完了を
予定しています。

（拡）林道開設事業
林業費

間伐材のエネルギー利用推進を目的に、利用促進モデル実験と計画策定を行います。（新）林業再生事業

大杉周辺の公園整備を５ヵ年計画で行っています。今年度は、駐車場と歩道橋（吊
り橋）の建設に着手します。

（新）都市再生整備事業
商工費

茶臼山キャンプ場のバンガロー整備を行い、集客の向上を図ります。（新）自然環境整備支援事業

地域の建築産業の活性化に併せて浄化槽等の設置推進を目的に、住宅リフォーム補
助金制度を26年度まで緊急事業として継続します。

地域産業活性化等緊急助成事業
土木費

木造個人住宅の耐震診断に診断士を派遣するとともに、耐震改修や補強工事の補助を行います。（新）住宅建築物耐震改修促進事業

不具合の発生しているトレーニングセンターとやまあいプールの改修を実施して、
利用者の安全と教育環境の向上を図ります。

（新）社会体育施設改修事業教育費

各 会 計 別 予 算 の 比 較　（単位：千円）　

伸　率（％）比　　　較24 年 度 予 算 額25 年 度 予 算 額区　　　　　分

5.267,0001,300,0001,367,000一　般　会　計

1.5－1,52998,78497,255国 民 健 康 保 険 会 計
特　

別　

会　

計

28.0－10,14936,29526,146簡 易 水 道 会 計

14.5－13,23991,41678,177下 水 道 会 計

1.21,668141,099142,767介 護 保 険 会 計

3.857215,12815,700根 羽 村 営 バ ス 会 計

11.41,55813,68215,240後 期 高 齢 者 医 療 会 計

5.3－21,119396,404375,285合　　　　計

2.745,8811,696,4041,742,285総　　　合　　　計

（新）…新規
（拡）…拡充
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◆
石
原
明
治
議
員

質
問　

昨
年
、
上
町
地
区
で
大
き

な
火
災
が
発
生
し
た
。
住
宅
密
集

地
で
あ
り
、
役
場
を
は
じ
め
多
く

の
公
共
的
建
物
が
集
中
す
る
中
央

地
区
は
、
明
治
以
降
数
回
に
わ
た

る
大
火
災
を
経
験
し
て
お
り
、
そ

の
歴
史
に
沿
っ
た
災
害
対
策
や
水

利
対
策
は
と
ら
れ
た
と
思
う
が
、

高
齢
者
世
帯
や
空
き
家
の
増
加
な

ど
を
含
め
て
水
利
、
水
源
な
ど
今

一
度
見
つ
め
直
す
必
要
を
強
く
感

じ
る
。

回
答　

昨
年
の
十
月
十
六
日
の
夜

中
に
上
町
地
区
で
発
生
し
ま
し
た

火
災
は
合
わ
せ
て
四
棟
が
全
焼
し

一
部
被
災
が
一
棟
と
非
常
に
大
き

な
火
災
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け

る
人
的
な
体
制
整
備
と
災
害
対
応

能
力
の
向
上
が
必
要
と
考
え
る
。

ハ
ー
ド
面
で
は
特
に
夜
間
に
安
全

に
確
実
な
行
動
を
す
る
た
め
の
照

明
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
実
感

し
た
。
消
防
施
設
は
、
昔
に
比
べ

高
い
能
力
の
あ
る
消
防
ポ
ン
プ
を

い
か
に
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
は
河
川
か
ら
の
取
水
を
容
易

に
す
る
消
防
道
の
整
備
も
非
常
に

重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　

高
齢
者
世
帯
の
対
応
に
つ
い
て
、

消
防
団
員
に
よ
る
火
の
元
点
検
、

近
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る
声
か
け
、

或
い
は
各
家
庭
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
火
災
報
知
器
の
設
置
な
ど

予
防
に
徹
し
て
頂
く
こ
と
を
最
優

先
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

今
年
度
か
ら
着
手
し
た
防
災
計

画
の
見
直
し
の
中
で
災
害
対
応
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
応
援
態

勢
か
ら
備
蓄
物
資
の
計
画
、
連
絡

体
制
等
、
き
め
細
や
か
な
マ
ニ
ア

ル
づ
く
り
を
早
急
に
進
め
て
い
き

た
い
。

◆
原　

光
史
議
員

質
問　

政
権
が
変
わ
っ
て
国
の
予

算
が
決
ま
っ
て
い
な
い
中
、
地
方

交
付
税
の
減
額
が
予
想
さ
れ
、
編

成
に
苦
慮
さ
れ
た
と
思
う
。
平
成

三
月
定
例
会

　

二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
等

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
二
議
案
を
可
決

議会だより

二
十
五
年
度
予
算
編
成
の
基
本
理

念
は
ど
こ
に
お
い
た
の
か
、
平
成

二
十
四
年
度
と
の
違
い
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

回
答　

平
成
二
十
五
年
度
の
予
算

編
成
は
、
村
の
第
四
次
総
合
計
画

に
基
づ
き
村
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
村

づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
事

を
念
頭
に
、村
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
考
え
運
営
す
る
村

づ
く
り
、
地
域
資
源
の
利
活
用
に

よ
る
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
あ
る

村
づ
く
り
、
健
康
増
進
や
福
祉
施

設
対
策
、
生
き
が
い
の
あ
る
村
づ

く
り
、
教
育
文
化
、
子
育
て
支
援

の
充
実
し
た
村
づ
く
り
、
生
活
環

境
整
備
と
防
災
対
策
の
充
実
し
た

村
づ
く
り
の
五
つ
の
村
づ
く
り
の

目
標
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
新
規
事
業
の
導
入
、
事
業
内
容

の
拡
充
等
に
重
点
を
お
い
て
予
算

編
成
を
行
っ
た
。
平
成
二
十
七
年

春
の
開
所
を
目
指
す
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
事
業

着
手
、
大
杉
周
辺
整
備
事
業
の
着

手
、
林
道
等
の
林
業
基
盤
整
備
の

実
施
、
社
会
教
育
施
設
の
大
規
模

改
修
な
ど
大
型
事
業
を
含
ん
だ
積

極
投
資
型
の
予
算
と
し
た
。

◆
石
原
賢
藏
議
員

質
問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

つ
い
て
、
根
羽
村
で
も
今
後
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
。
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
そ

の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
が
、
根

羽
村
で
は
水
力
発
電
が
適
し
て
い

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

回
答　

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、

長
野
県
土
地
改
良
連
合
会
が
設
置

し
た
推
進
協
議
会
に
、
当
村
も
加

入
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
得
る
中
で
研
究
を

続
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
発
電

と
は
異
な
る
が
、
間
伐
材
を
熱
源

と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

を
検
討
し
て
い
る
。
村
の
最
大
資

源
で
あ
る
森
林
や
自
然
資
源
を
利

用
し
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
よ
る
持
続
可
能
な
村
づ

く
り
を
早
期
に
考
え
て
い
く
。

質
問　

国
で
は
国
家
公
務
員
の
給

料
を
七
・
八
％
引
き
下
げ
、
地
方

に
も
同
様
の
措
置
を
求
め
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
村
の
給
与
水
準

は
今
ま
で
も
低
い
方
で
推
移
し
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

回
答　

国
の
ベ
ー
ス
は
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
が
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

根
羽
村
の
指
数
は
国
家
公
務
員
の

引
き
下
げ
前
と
比
較
す
る
と
一
〇

〇
％
に
対
し
て
八
九
・
五
％
で
、

飯
田
・
下
伊
那
で
は
二
番
目
に
低

い
水
準
に
な
る
。
ま
た
、
特
例
法

に
よ
る
減
額
後
の
国
家
公
務
員
と

比
較
し
て
も
、九
七
・
〇
％
と
な
っ

て
い
る
。
長
野
県
下
で
一
〇
〇
％

を
下
回
っ
て
い
る
の
は
一
六
団
体

で
、
そ
の
内
下
伊
那
で
は
南
西
部

の
七
町
村
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
る
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
、
現
段
階
で
は
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
決
断
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
県
は
概
ね
七
月

ま
で
に
対
策
を
と
い
う
事
で
あ
る

の
で
、
今
後
、
長
野
県
内
や
特
に

西
南
部
の
町
村
の
動
向
、
情
報
を

頂
く
中
で
、
最
終
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
片
桐
俊
夫
議
員

質
問　

近
年
野
獣
に
よ
り
農
産
物

や
耕
地
が
荒
ら
さ
れ
、
農
産
物
の

収
穫
に
影
響
し
、
そ
の
こ
と
が
生

産
活
動
の
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
生

産
者
の
高
齢
も
加
わ
り
耕
作
放
棄

に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
将
来
の

農
業
政
策
に
も
影
響
が
心
配
さ
れ

る
。
こ
れ
を
解
消
す
る
方
法
と
し

て
、
一
つ
は
、
獣
害
防
護
柵
を
地

域
に
広
範
囲
に
設
置
す
る
こ
と
。
一

つ
は
、
狩
猟
免
許
保
持
者
、
猟
友

会
員
を
増
員
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　

村
内
の
狩
猟
免
許
保
持
者
の
減

少
が
予
想
さ
れ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝

承
に
も
影
響
が
あ
る
。
狩
猟
免
許

取
得
を
促
す
た
め
、
免
許
受
験
料

や
登
録
料
、
ワ
ナ
等
に
補
助
す
る

な
ど
し
て
、
猟
友
会
員
の
増
員
が

必
要
と
考
え
る
。

回
答　

村
で
も
農
作
物
を
有
害
鳥

獣
か
ら
守
る
た
め
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
資
材
購
入
等
へ
の
補
助
金

交
付
要
綱
を
定
め
、
対
策
を
講
じ

て
き
た
が
、
昨
年
度
、
補
助
率
の

引
き
上
げ
な
ど
、
要
綱
の
全
面
改

正
を
行
っ
た
。
改
正
し
た
補
助
要

綱
で
は
、
資
材
費
に
対
し
て
個
人

設
置
の
場
合
は
五
万
円
を
上
限
に

三
分
の
一
を
補
助
、
二
人
以
上
の

共
同
で
設
置
し
た
場
合
は
三
〇
万

　

三
月
七
日
・
八
日
・
十
四
日
の

三
日
間
に
わ
た
り
、
三
月
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

般

質

問
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水
道
施
設
維
持
管
理
費
用
の
増

額
等
に
よ
り
、
五
十
一
万
五
千
円

を
追
加
し
、
総
額
四
千
三
百
六
十

九
万
三
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
根
羽
村
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　

消
費
税
等
の
減
額
に
よ
り
、
四

十
二
万
三
千
円
を
減
額
し
、
総
額

九
千
百
八
十
八
万
六
千
円
余
と
な

り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
根
羽
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）

　

居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
負
担

金
の
増
額
等
に
よ
り
、
六
十
三
万

五
千
円
を
追
加
し
、
総
額
一
億
四

千
六
百
七
十
万
八
千
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
根
羽
村
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
の
減
に
よ
り
、
三
十
万
円
を

減
額
し
、
総
額
千
四
百
九
十
万
二

千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　
　◆

平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
一
般

会
計
予
算

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
簡
易

水
道
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
下
水

道
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
営
バ

円
を
上
限
に
三
分
の
二
を
補
助
す

る
村
単
独
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
の
実
績
は
六
件
で
補

助
金
額
は
二
八
万
円
だ
っ
た
。
今

後
も
地
区
懇
談
会
や
村
の
広
報
、

区
長
会
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。
ま

た
、
村
内
の
遊
休
農
地
の
集
積
を

図
る
た
め
の
懇
談
会
を
検
討
し
て

い
る
が
、
す
で
に
集
落
単
位
や
広

範
囲
な
単
位
で
の
防
護
柵
設
置
を

検
討
し
て
い
る
地
区
は
要
望
を
頂

き
た
い
。
設
置
に
伴
う
地
元
負
担

金
も
、
設
置
要
望
の
具
体
化
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
狩
猟
免

許
の
保
持
、
猟
友
会
員
の
増
加
の

対
応
と
し
て
、
今
年
度
新
規
事
業

と
し
て
新
た
な
従
事
者
の
確
保
を

目
的
に
、
免
許
取
得
の
手
数
料
や

テ
キ
ス
ト
代
等
を
補
助
す
る
内
容

で
、
関
係
費
用
を
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。
多
く
の
方
に
資
格
を
取

得
頂
く
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。
今

後
、
農
林
業
を
進
め
て
い
く
上
で

有
害
鳥
獣
対
策
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
村
と
し
て
有
利
な
財
源
を

活
用
し
積
極
的
に
方
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

質
問　

県
境
を
超
え
た
有
害
対
策

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

回
答　

既
に
長
野
県
と
愛
知
県
は

連
携
し
て
い
る
。
今
年
は
村
の
猟

友
会
員
が
愛
知
県
の
許
可
を
得
て

茶
臼
山
で
捕
獲
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
広
域
連
携

し
た
事
業
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

　
　◆

根
羽
村
福
祉
医
療
費
給
付
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
を
高
校
三
年
生
ま
で
対
象
を

拡
大
す
る
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◆
根
羽
村
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

体
育
施
設
の
使
用
許
可
、
昼
間

の
使
用
料
の
引
き
上
げ
等
が
さ
れ

ま
し
た
。

◆
根
羽
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

二
十
四
年
に
引
き
続
き
二
十
五

年
度
も
給
与
の
十
三
％
を
減
額
す

る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
◆
平
成
二
十
四
年
度
根
羽
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
七
号
）

　

減
債
基
金
へ
の
積
立
二
億
五
千

万
円
等
に
よ
り
、
四
億
七
千
七
百

一
万
円
を
追
加
し
、
総
額
二
十
億

四
十
五
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
根
羽
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

　

国
保
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立

等
に
よ
り
、
千
二
百
三
十
八
万
円

を
追
加
し
、
総
額
一
億
千
九
百
三

十
四
万
六
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
根
羽
村
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）

役役役役役役役役役役役役役役役役
場場場場場場場場場場場場場場場場
のののののののののののののののの
閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁
時時時時時時時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間間間間間間間
がががががががががががががががが

役
場
の
閉
庁
時
間
が

変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

変
わ
り
ま
す

　

役
場
の
閉
庁
時
間
は
、
今
ま
で

夕
方
五
時
三
十
分
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

日
か
ら
五
時
十
五
分
に
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
平
成
二
十
年
度
の
人
事

勧
告
に
よ
り
職
員
の
勤
務
時
間
が

繰
上
さ
れ
、
関
係
庁
か
ら
の
指
導

を
受
け
る
状
況
か
ら
他
市
町
村
同

様
に
閉
庁
時
間
を
繰
り
上
げ
る
も

の
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お

掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ス
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
二
〜

三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

　
　◆

副
村
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と

　

藤
城
富
一
氏
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　◆

根
羽
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更

　

水
道
施
設
改
修
、
体
育
施
設
の

維
持
補
修
に
つ
い
て
追
加
し
ま
し

た
。

◆
根
羽
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計

画
の
変
更

高
齢
者
福
祉
増
進
施
設
整
備
に
つ

い
て
追
加
し
ま
し
た
。

◆
飯
田
市
と
の
間
に
お
い
て
締
結

し
た
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一

部
を
改
正
す
る
協
定
の
締
結

　

平
成
二
十
一
年
に
締
結
し
た
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
に
対
し
て
、

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

等
に
関
す
る
事
項
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

◆
北
設
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

北
設
広
域
事
務
組
合
の
共
同
処

理
す
る
事
務
に
関
す
る
条
項
等
に

つ
い
て
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

条

例

補

正

予

算

当

初

予

算

人

事

そ

の

他

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十
四四四四四四四四四四四四四四四四
年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度

平
成
二
十
四
年
度

震震震震震震震震震震震震震震震震
源源源源源源源源源源源源源源源源
立立立立立立立立立立立立立立立立
地地地地地地地地地地地地地地地地
地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策

震
源
立
地
地
域
対
策

交交交交交交交交交交交交交交交交
付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ

交
付
金
事
業
の
実
施
に
つ
いいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててて

　

村
で
は
、
少
子
化
対
策
及
び
住

民
の
子
育
て
負
担
軽
減
策
の
一
環

と
し
て
、
保
育
所
で
の
通
常
保
育

に
加
え
午
後
四
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
の
延
長
保
育
、未
満
児
保
育
、

休
日
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
の
人

件
費
の
一
部
に
つ
い
て「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
」
と
し
て
、
地
域

活
性
化
事
業
の
実
施
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
「
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
」
を
充
当
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
に
よ
り

消
防
団
の
安
全
靴
を
整
備
し
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

次
の
と
お
り
消
防
団
の
役
員
が

か
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対
し
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
火
災
予

防
に
も
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。。

団
長　
　
　

樋　

口　

雄　

一

副
団
長　
　

稲　

垣　

勝　

義

本
部
長　
　

鈴　

木　

伸　

弥

旗
手　
　
　

松　

下　

直　

樹

ラ
ッ
パ
長　

鈴　

木　

隆　

元

第
一
分
団

分
団
長　
　

石　

原　

裕　

之

副
分
団
長　

石　

原　

幸　

伸

〃　
　
　
　

山　

�　

純　

次

〃　
　
　
　

片　

桐　

吉　

隆

第
二
分
団　

分
団
長　
　

前　

田　

千　

穂

副
分
団
長　

小　

澤　

寛　

樹

〃　
　
　
　

片　

桐　

孝　

晃
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��������
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平
成
二
十
五
年
度

平
成
二
十
五
年
度

根
羽
村
消
防
団
の

根
羽
村
消
防
団
の

役
員
が
変
わ
り
ま
す

 
役
員
が
変
わ
り
ま
す

　

火
災
・
重
症
等
の
重
大
製
品
事

故
の
約
一
割
は
、
製
造
者
等
が
リ

コ
ー
ル
し
た
製
品
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

「
消
費
者
庁
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ

ト
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
こ
の
よ

う
な
事
故
の
防
止
に
お
役
立
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
に
医
師
や
看

護
職
等
医
療
関
係
職
の
就
職
を
希

望
す
る
皆
様
の
た
め
、
飯
伊
地
区

の
医
療
機
関
の
人
事
担
当
者
を
一

同
に
会
し
た
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、研
修
医
や
現
職
看
護
師
か

ら
就
職
す
る
ま
で
の
体
験
を
お
聞

き
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

◆
日　
　
　

時
◆

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日

（
土
）
午
後
二
時
〜
午
後
四
時

◆
会　
　
　

場
◆

　

飯
田
女
子
短
期
大
学　

看
護
棟

　

飯
田
市
松
尾
代
田
六
一
〇

　

�
〇
二
六
五－

二
二－
四
四
六
〇

◆
参
加
対
象
者
◆

飯
伊
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
就

職
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

○
医
師
や
看
護
職
等
医
療
関
係
職

を
希
望
す
る
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
等

○
医
療
機
関
へ
の
就
職
に
関
心
の

あ
る
中
高
生
及
び
そ
の
保
護
者

等
○
医
療
機
関
へ
の
復
職
希
望
者

○
そ
の
他

★
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
談
話
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

★
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

★
主
催　

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協

議
会

共
催　

飯
田
医
師
会
、
飯
田
下

伊
那
歯
科
医
師
会
、
飯
田
下

伊
那
薬
剤
師
会

★
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

　

�
〇
二
六
五－

二
三－

三
六
三
六

　

な
お
、
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
消

費
者
一
人
一
人
に
リ
コ
ー
ル
情
報

を
お
届
け
す
る
「
リ
コ
ー
ル
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
」
も
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
消
費
者
庁
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト

h
ttp
://w

w
w
.re
ca
ll.g
o
.jp

　
 
   
    
 
 
   
  
    
 
   

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
助
成
を
受
け
て
、万
場
瀬
公

民
館
が
新
た
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

万
場
瀬
公
民
館
は
、
建
設
か
ら

五
十
年
以
上
経
過
し
、
平
成
十
二

年
の
東
海
豪
雨
の
際
に
は
公
民
館

内
に
土
砂
が
流
入
す
る
な
ど
の
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
、
よ
り
安
全

に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
が
実
施
で

き
る
よ
う
、
国
道
沿

い
の
旧
農
協
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
跡
地
に

新
た
に
公
民
館
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
建
設
に
加

え
、
座
卓
等
の
備
品

に
つ
い
て
も
宝
く
じ
の
助
成
に
よ

り
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
財
源
は
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け

入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
に

よ
る
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

(
)

　
 

財 

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

の
助
成
に
よ
り
消
防
団
の
安
全
靴

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
し
た
安
全
靴
は
マ

ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
式
の
も
の
で
、
従

来
の
紐
の
つ
い
た
安
全
靴
と
比
較

し
出
動
時
間
の
短
縮
や
安
全
性
の

向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
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休　　　　日平　　　　　日
バス停名

休　　　　日平　　　　　日
バス停名

第3便第2便第1便第5便第4便第3便第2便第1便第3便第2便第1便第5便第4便第3便第2便第1便

19:1517:30阿智中学校

根

羽

方

面

行

14:4011:008:3018:2016:3011:006:506:10根 羽

阿

智

方

面

行

15:3012:309:3019:2017:3212:307:556:58阿 智 校 前14:4111:018:3118:2116:3111:016:516:11学 校 前

15:3212:329:3219:2217:3312:327:577:00学 校 前14:4211:028:3218:2216:3211:026:526:12原 田

15:3312:339:3319:2317:3512:32↓↓伍 和 入 口14:4311:038:3318:2316:3311:036:536:13小 川

15:3512:359:3519:2517:3812:358:007:05曽 山 入 口14:4411:048:3418:2416:3411:046:546:14中 野

15:3812:389:3819:2817:3912:388:037:06阿 智 川 橋14:4411:048:3418:2416:3411:046:546:14信 玄 塚

15:3912:399:3919:2917:4012:398:047:07下 平14:4511:058:3518:2516:3511:056:556:15横 旗

15:4012:409:4019:3017:4112:408:047:08小 野 川14:4611:068:3618:2616:3611:066:566:16取 手

15:4112:419:4119:3117:4112:418:057:09藤の戸入口14:4711:078:3718:2716:3711:076:576:17片 桐 入 口

15:4212:429:4219:3117:4212:418:057:10豆 腐 屋 前14:4811:088:3818:2816:3811:086:586:18市 之 瀬

15:4312:439:4319:3217:4312:428:067:11中 野14:4911:098:3918:2916:3911:097:006:19高 橋

15:4412:449:4419:3317:4512:438:077:12大 野14:5011:108:4018:3016:4011:107:016:20折 山

15:4512:459:4519:3517:4612:458:097:15七 廻14:5111:118:4118:3116:4111:117:036:21赤 坂

15:4612:469:4619:3617:4712:468:107:16寒 原14:5211:128:4218:3216:4211:127:046:22新 町

15:4712:479:4719:3717:4812:478:117:17藤 屋 前14:5211:128:4218:3216:4211:127:046:22平 谷

15:4812:489:4819:3817:4912:488:12↓松 沢 橋14:5311:138:4318:3316:4311:137:066:23中 平

15:4912:499:4919:3917:5012:498:13↓荒 谷14:5411:148:4418:3416:4411:147:066:24柳 平

15:5012:509:5019:4017:5112:508:13スタンド前
7:19

青 木14:5511:158:4518:3516:4511:157:076:25平 松

15:5112:519:5119:4117:5312:518:14宮 の 原 口14:5611:168:4618:3616:4611:167:086:26起 畑

15:5312:539:5319:4317:5412:538:16↓浪 合14:5711:178:4718:3716:4711:177:106:27う つ ぼ

15:5412:549:5419:4417:5612:548:17↓上 町15:0111:218:5118:4116:5111:217:146:31治部坂高原

15:5612:569:5619:4617:5812:568:197:21二 又15:0211:228:5218:4216:5211:227:156:32山 の 神 前

15:5812:589:5819:4817:5912:588:217:22山 の 神 前15:0311:238:5318:4316:5311:237:166:33二 又

15:5912:599:5919:4918:0112:598:227:23治部坂高原15:0511:258:5518:4516:5511:257:196:35上 町

16:0113:0110:0119:5118:0213:018:267:26う つ ぼ15:0611:268:5618:4616:5611:267:206:36浪 合

16:0213:0210:0219:5218:0313:028:277:27起 畑15:0711:278:5718:4716:5711:277:216:37宮 の 原 口

16:0313:0310:0319:5318:0413:038:287:27平 松15:0811:288:5818:4816:5811:287:226:38青 木

16:0413:0410:0419:5418:0513:038:287:28柳 平15:0811:288:5818:4816:5811:287:226:38荒 谷

16:0513:0510:0519:5518:0613:038:287:28中 平15:0911:298:5918:5016:5911:297:236:39松 沢 橋

16:0613:0610:0619:5618:0713:048:297:29平 谷15:1111:319:0118:5117:0111:317:246:41藤 屋 前

16:0713:0710:0719:5718:0913:048:297:29新 町15:1211:329:0218:5217:0211:327:256:42寒 原

16:0913:0910:0919:5918:1013:048:297:30赤 坂15:1311:339:0318:5317:0311:337:286:43七 廻

16:1013:1010:1020:0018:1113:058:307:30折 山15:1611:369:0618:5617:0611:367:326:46大 野

16:1113:1110:1120:0118:1213:068:317:31高 橋15:1711:379:0718:5717:0711:377:336:47中 野

16:1213:1210:1220:0218:1313:078:327:32市 之 瀬15:1811:389:0818:5817:0811:387:346:48豆 腐 屋 前

16:1313:1310:1320:0318:1413:088:337:32片 桐 入 口15:1811:389:0818:5817:0811:387:346:48藤の戸入口

16:1413:1410:1420:0418:1513:098:347:33取 手15:1911:399:0918:5917:0911:397:366:49小 野 川

16:1513:1510:1520:0518:1613:108:357:34横 旗15:2011:409:1019:0017:1011:407:366:50下 平

16:1613:1610:1620:0618:1613:118:367:35信 玄 塚15:2111:419:1119:0117:1111:417:376:51阿 智 川 橋

16:1613:1610:1620:0618:1713:128:377:35中 野15:2211:429:1219:0217:1211:427:386:51曽 山 入 口

16:1713:1710:1720:0718:1813:138:387:36小 川15:2411:449:1419:0417:1411:44↓↓伍 和 入 口

16:1813:1810:1820:0818:1913:138:387:36原 田15:2711:479:1719:0717:1711:477:406:56学 校 前

16:1913:1910:1920:0918:2013:148:397:37学 校 前15:3011:509:2019:1017:2011:507:456:58阿 智 校 前

16:2013:2010:2020:1013:158:407:38根 羽19:15阿智中学校

信南交通へのアクセス

－－－18:40－16:20－－－飯田高校前

駒
場
線　

飯
田
↓
阿
智

16:0112:0412:049:2419:2917:3612:247:447:04学 校 前

駒
場
線　

阿
智
↓
飯
田

15:0011:009:0018:5016:3016:3111:307:15－飯 田 駅 前↓↓↓9:44↓↓↓8:03↓伊 賀 良

15:0111:019:0118:51↓16:32↓7:16－飯田病院角↓↓↓9:55↓↓↓8:15↓市 立 病 院

↓↓↓↓16:44↓11:41↓－下 農 入 口↓↓↓9:59↓↓↓8:19↓長姫高校前

↓↓↓↓16:45↓11:42↓－長姫高校前↓↓↓10:00↓↓↓8:20↓下 農 入 口

↓↓↓↓16:50↓11:46↓－市 立 病 院16:2612:2912:35↓20:0018:0712:49↓7:31飯田病院角

↓↓↓↓17:05↓11:57↓－伊 賀 良16:2812:3112:3710:1120:0218:0912:518:317:32飯 田 駅 前

15:2611:269:2619:2017:2716:5912:177:50－学 校 前－－－－－－－7:43飯田高校前

【平成25年4月改正】西部コミュニティバス時刻表

　根羽村～阿智村間を運行する「西部コミュニティバス」の運行時刻の一部が改正されます。

　飯田市からの「駒場線」の時刻改正に伴い、第四便以降の発着時刻が十分遅くなりますので、お間違えの無いよ

うご利用下さい。

西部コミュニティバスの運行時刻改正について

・土日曜日・祝祭日は休日時刻となります。（長期休業期間は役場へお問い合わせください）

・利用料金は２００円です（各村内利用は100円）。根羽・平谷・阿智村の役場(浪合支所も可）で回数券の販売もあり

ますのでご利用下さい。
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小
・
中
学
校
教
職
員
の
方
々
が

年
度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
転
出
入
さ
れ
ま
し
た
。

根
羽
小
学
校

【
転
出
五
名
】

○
倉
沢
茂
信
教
頭
先
生

　

豊
丘
村　

豊
丘
南
小
学
校
へ

○
滝
澤
千
保
美
先
生

　

飯
田
市　

山
本
小
学
校
へ

○
小
嶋
勇
一
先
生

　

高
森
町　

高
森
南
小
学
校
へ

○
西
澤
涼
子
先
生 

　

上
田
市　

上
田
養
護
学
校
へ

○
久
保
知
史
先
生 

　

佐
久
市　

浅
科
小
学
校
へ

【
転
入
四
名
】

○
上
松
一
成
教
頭
先
生  

　

飯
田
市　

川
路
小
学
校
よ
り

○
小
池
智
子
先
生

　

安
曇
野
市　

明
北
小
学
校
よ
り

○
角
田
健
史
先
生

　

小
諸
市　

坂
の
上
小
学
校
よ
り

○
今
牧　

渉
先
生 

阿
智
村　

阿
智
第
一
小
学
校
よ
り

根
羽
中
学
校

【
転
出
三
名
】

○
藤
木
一
弘
校
長
先
生

　

諏
訪
市　

上
諏
訪
中
学
校
へ

○
進
藤
久
美
先
生

　

退　

職

○
山
本
桂
子
先
生

　

伊
那
市　

西
春
近
北
小
学
校
へ

【
転
入
四
名
】

○
飯
嶋
正
成
校
長
先
生

　

塩
尻
市　

塩
尻
西
部
中
学
校
よ
り

○
若
林
隆
俊
先
生

　

阿
南
町　

阿
南
第
二
中
学
校
よ
り

○
野
口
亜
華
音
先
生

　

新　

任

○
宮
嶋
實
行
先
生
（
非
常
勤
）

　

飯
田
市　

竜
峡
中
学
校
よ
り

人　

の　

動　

き

役
場
職
員
の
異
動

　

役
場
の
人
事
異
動
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
採
用
（
四
月
一
日
付
）

　

総
務
課

　
　

小
川
智
弘
（
岐
阜
県
出
身
）

　

保
育
士

　
　

玉
置
沙
也
香（
飯
田
市
出
身
）

　

臨
時
職
員

　
　

片
桐
貞
行
（
根
羽
村
）

異
動
（
四
月
一
日
付
）

　

総　

務　

課

　

▽
税
務
課
長
兼
税
務
係
長

　
　

三
浦
寛
本
（
税
務
係
長
）

　

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
係
長

　
　

石
原
万
差
子
（
住
民
係
長
）

　

住　

民　

課

　

▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

　
　

坂
巻
光
江
（
福
祉
係
長
）

　

▽
住
民
係
長

　
　

西
尾
好
恵
（
会
計
室
）

退
職

　

臨
時
職
員

　
　

石
原
重
保

　 概　　　要 　
　村では、村民の皆さんが行う地元業者による住宅リフォームに対して、工事費用の一
部を補助します。
　この事業は平成24年5月1日から平成27年3月31日までの3カ年間の補助制度です。
　 受 付 期 間 　
　平成24年5月1日から
  申請できる人  
・村内にお住まいで、住民登録又は外国人登録のある人
・同一世帯全員が村民税等に滞納がない人

 申請できる住宅 
・本人が村内に所有する個人住宅（本人又はその家族の居住に供する住宅、店舗等併
用住宅は住宅部分）

 対象となる工事 
・個人住宅の増築、一部改築、改修、修繕、模様替え、設備改修などの工事
・毎年度3月31日までに工事が完了し、工事代金の支払いができる工事
・村内に本社があり、村に登録された住宅関連業者（個人事業者も含む）が施工する工事
 対象となる工事例 
・住宅部分の増築
・手すりの設置、段差解消、その他のバリアフリー化
・防音、断熱化（窓、ガラス、サッシ、ドア等の改修）
・バルコニー等の新設、改修
・内装、外装の改修
・基礎、土台の補強
・屋根のふき替え
・耐震補強工事（部分補強を含む）
・農集排、合併浄化槽への接続工事
・台所、風呂、トイレ等の水廻り改修

 対象とならない工事例 
・造園、門扉、塀、舗装等の外構工事
・物置、車庫等の設置工事
・家庭用電気機械器具、家具等の購入及び設置工事
・住宅用太陽光発電の設置工事（別途太陽光発電システム設備補助制度をご利用ください）
・国、県又は村の他の補助制度の対象となる工事と重複する経費
・個人住宅の増築、一部改築、改修、修繕、模様替え、設備改修などの工事をしない
場合での、畳替え、襖及び障子の張替え等

 補　助　額  
・対象工事費の2分の1で最高限度額10万円
※申請は、同一住宅または所有者につき1回限り

　例1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 例2
対象工事費200,000円（消費税抜き）
200,000円×1/2＝100,000円
補助額  100,000円

●平成25年度より根羽村商工会が受付窓口になります。
　お問い合わせや申請については根羽村商工会にご連絡ください

対象工事費300,000円（消費税抜き）
300,000円×1/2＝150,000円
補助額  100,000円

地域産業活性化緊急助成事業補助金制度
精密耐震診断は無料です。是非ご検討下さい。

　根羽村では平成20年度から22年度において木造住宅の
簡易耐震診断を実施した結果、倒壊の危険がある木造住宅
が多く見うけられました。
　そこで、村では長野県「住宅・建築物耐震改修促進事業」
に基づく、住宅の精密耐震診断（無料）と、耐震改修（補
強）工事の補助事業を計画しています。

1．対象となる住宅
昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅

2．耐震診断
精密耐震診断（無料）
　精密耐震診断は、村が委託した長野県建築士事務所協
会が実施します。その結果により、耐震補強の方法とそ
のための概算工事費を提案します。
診断の判定結果は次のとおりで示されます。

1.0未満（倒壊の危険がある）となった場合は、耐震
改修工事を検討ください。
診断の際は、住宅内部や天井裏、床下の調査も必要に
なりますので調査の当日は立ち会いが必要となります。

3．耐震改修（補強）工事
　精密耐震診断の総合評点が１．０未満の住宅に耐震を向
上させるための耐震改修（補強）工事を行った場合、補
強工事の一部を補助します。
（補助対象工事の１／２、補助金限度額６０万円）
4．申し込み・問い合わせ先
　耐震診断及び耐震改修（補強）工事補助事業のお問い
合わせは、役場 振興課 住宅係（電話49-2111）にお問
い合わせください。

根羽村は住宅の耐震診断・改修を支援します。

判　　　　定評点結果

安全と思われます。1.5以上

一応安全と思われます。1.0以上1.5未満 

やや倒壊または破壊の危険があります。0.7以上1.0未満

倒壊または大破壊の危険があります。0.7未満




